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子どもたちの輝く未来のために！  

佐賀県教育センターニュース 
 

 

14２号(平成 27 年度第８号) 

平成27年９月１１日発行 

 今年度の夏季休業中、教育センターにおいては、合わせて５２本の研修講座を実施し、延べ約 1900 名の教職

員の方々にご参加いただきました。多くのご参加ありがとうございました。 

夏の研修講座から小学校・中学校・高等学校の各教科、及び特別支援教育・情報教育に関する８本の講座の

様子を、142・143 号の２号にわたって掲載します。今回は、その内５本の研修講座をご紹介します。 

仁比山小学校の内田先生には、３年生での授業実践

を通して理科力向上サポートの取り組みを紹介して

いただき、児童が主体的に問題解決に取り組む授業づ

くりを考えました。 

その後の演習では、グループごとに授業計画案を作

成し、紹介し合うことで、理科の授業づくりについて

考えを深めました。どのグループも意欲的に話し合 

い、素晴らしい授業計画案を作成することができていました。 

また、元文部科学省初等中等教育局視学官の 

日置先生の講義では、理科教育の重要性とこれ 

からの方向性、授業づくりのポイント等につい 

て、とても分かりやすく話していただき、３時 

間が短く感じられました。受講者の皆さんは熱 

心に耳を傾けていました。 

小学校理科講座(子どもが主体的に問題解決に取り組む授業づくり)…７月２９日(水) 

＜受講者の声＞ 

・内田先生の実践発表では、事象

Ａと事象Ｂを比較する事象提示

から授業を組み立てる方法につ

いて、３年生の実践事例を挙げ

て教えてもらえたことが良かっ

た。 

・日置先生のお話では、理科のこ

れからの重要性、どう授業を構

築していかなければならないの

か、その本質を教えてもらって、

大変良かった。 

・理科における授業計画案の作成

は、私自身１番知りたかった内

容であった。また、他の先生方

と実際に計画を立てたことで、

計画のポイントが見えてきて、

授業改善に役立ちそうだ。 

佐賀県教育センター  〒840-0214 佐賀県佐賀市大和町大字川上  TEL 0952-62-5211(代) 

Web ページ URL：http://www.saga-ed.jp/ 「ミネルバ」については教育課程支援担当(直通 0952-62-5238)まで 

教科についての講座 ～小学校理科、中学校社会科、高校地理歴史科～ 

 多くの先生方にご参加いただきました！  

＜受講者の声＞ 

・新しい社会科の動きを学ぶことができた。ま

た、実践も多く、２学期からの授業に生かし

ていきたいと思う。 

・実践発表では、模擬授業で授業の実際の様子

を体験できたことと、実践の積み重ねを多く

紹介していただいたことで自分も頑張らね

ばと感じた。 

・演習・協議で、授業で使用しているワークシ

ートを相互に解説し、確認することができた

ことが良かった。また、ワークシートをアク

ティブ・ラーニングの視点から修正・改善し

たことで、社会科におけるアクティブ・ラー

ニングとは何かを考えることができた。 

この講座では、２人の講師を招き、多くの実践事例を紹介してい

ただきました。西部中学校の田中先生には、江戸時代の百姓一揆を

題材に歴史の模擬授業を行っていただき、成章中学校の原先生には

年間計画に沿って地理的な見方や考え方を身に付けさせる実践例を

紹介していただきました。午後からは、基礎的・基本的な知識・技

能を習得し活用させる授業改善について、 
アクティブ・ラーニングの視点から演習・ 
協議を行いました。受講者の関心も高く、 
アクティブ・ラーニングについての意見 
交換やワークシートの作成にも意欲的に 
取り組まれていました。 

中学校社会科Ⅰ講座(基礎・基本の習得を図る授業づくり)…８月７日(金) 

これからの理科教育を 

作成した授業計画案を 

語られる日置先生 

紹介し合いました 

アクティブ・ラーニング 

について 
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＜受講者の声＞ 

・学習用ＰＣについて、「どの場

面で使うのか」を意識すること

が大切であることを学んだ。普

段の授業で、導入やまとめを意

識することがないので、特にま

とめの場面でもっと活用でき

るのではないかと感じた。 

・内田先生の実践発表では、具体

的な実践事例から学ぶことが

でき、今後の授業づくりの参考

になった。 

・評価に生かしたり、話し合い活

動の設定に生かしたりする

OneNote の活用方法について知

ることができて良かった。 

実践事例を紹介される 

講座を通じて、地理歴史科の授業づくりと学習用ＰＣ

の効果的な活用について受講者の皆さんと考えました。

午前は、学習指導要領のポイントや学習用ＰＣ活用の視

点等を確認しました。続く実践発表では、武雄高校の内

田先生に、具体的な活用事例や日々の活用を通じて感じ

た成果・課題について紹介していただきました。 
午後は、学習用ＰＣの OneNote を活用した話し合い活動等を取り扱いまし

た。また、参加者相互で授業ア 
イディアを交換していただきま 
した。お互いの取り組みを知る 
ことで明日の授業づくりの参考 
となられたようです。 

教科・領域以外の講座 ～特別支援教育・情報教育～ 
 

高校地理歴史科Ⅰ講座(学習用ＰＣを効果的に活用した授業づくり)…７月２３日(木) 

＜受講者の声＞ 

・言葉ではうまく表現できない児童は、

指を使うだけでなく、体のいろいろ

な部位を使って自己表現ができると

いうことが分かった。 

・具体的な事例を交えながら話をして

くださり、大変分かりやすかった。

また、演習では、同じ境遇の方がい

て、話しやすく、他の人の考えを聞

くことができた。 

・ＩＣＴ機器の利活用方法を具体的な

場面を取り上げて話してくださり、

機器の有効性をより感じることがで

きた。学校現場においてアシスティ

ブ・テクノロジー（Ａ・Ｔ）をより

よく活用できるようになるために、

私たちももっと勉強していく必要が

あると感じた。 

特別支援学校におけるＩＣＴ機器を活用

した児童生徒のコミュニケーション支援に

ついて、熊本大学教育学部准教授の大杉成喜

先生を招いて講座を実施しました。 
今年度の講座では、学習用ＰＣを使って教

材を簡単に作成する演習を取り入れました。

また、児童生徒の実態から指導目標や支援機 
器の活用の仕方等について、グループでの演習も行いました。 

当日は、大杉先生がお持ちになった、 
教育現場で実際に使用されているたくさ 
んの機器を操作する体験もできました。 
受講者は、児童生徒のコミュニケーショ 
ン能力の可能性を広げることができるＩ 
ＣＴ機器の有効性を実感されていました。 

初めての Excel 講座 (校務処理等に活用できる操作技術の習得)…７月２１日(火) 

特別支援学校におけるコミュニケーション支援講座(ＩＣＴ機器の活用を通した支援)…８月２６日(水) 

内田先生 

話し合い活動の演習 

＜受講者の声＞ 

・受講者のレベルに合わせてクラス分けがなさ

れており、効率よく研修できた。 

・説明がとても丁寧で、パソコンが苦手でも分

かりやすく操作できて良かった。 

・細かいところが分からず困っていたが、実際

に同一歩調で進めてもらい、大変分かりやす

かった。日ごろの謎がすっきり解けて本当に

良かった。 

・関数やグラフ、差し込み印刷等、知りたかっ

た内容を具体的に学べて良かった。 

・CD-ROM で資料を持ち帰ることができるので、

校内 OJT 等にも役立ちそうだ。 

たくさんの機器を並べての 

大杉先生の講義 

学習用ＰＣを活用した OneNote の活用例を 

提案しました 

Ａ・Ｔコンシダレーション 

シートを使っての模擬会議 

校務処理等の効率化を図るための基本的な Excel の操作方法に

ついて、センター所員による講義と実習を行いました。セルの書式

設定、データ入力の基礎と応用、基礎的な関数の入力、条件付き書

式設定などの基本的な操作方法について、センター所員が作成した

教材を用いて、実際に操作しながら行い 

ました。受講者の皆さんは、終始熱心に 

取り組まれ、Excel の基本的な操作技術 

を習得されていました。これまでより校 

務において Excel を活用していただける 

ことと期待しています。 

皆さん集中してＰＣ演習に 

取り組まれていました！ 
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「おすすめ図書」～高校での授業づくりの参考に～ 

高校の先生を対象とした講座で、まだ定員に余裕が

ある講座をピックアップしました。 
授業づくりに関する講座では、特別支援教育の視点

を取り入れた授業づくりや、ＩＣＴ利活用について提

案する研究授業を実施する講座等が目白押しです。ま

た、公開講座では、１日の講座の内容の内、大学の先

生方の講義等一部のみ聴講できます。「半日で出張し

やすい」「大学の先生から明日の教育活動につながる

貴重な情報を聴くことができる」等大変好評です。 
是非、受講・聴講をご検討ください！ 

研修講座に関することは・・・「短期研修担当」へ   0952-62-5212 (直通) 

図書資料に関することは・・・「教育課程支援担当」へ 0952-62-5238 (直通) 

「センター講座」まだ申込みができます！【高校教員対象】 

 世界史の授業づくりのアイディア 

『歴史的思考力を伸ばす世界史授業デザイン』（福井憲彦・田尻信壹〔編著〕／明治図書） 

歴史を学ぶ意味は何なのでしょうか。本書には学習指導要領の趣旨を生かした世界史授業デザインについて、世

界史の見方・とらえ方のヒントや授業づくりのポイントに加え、単元ごとの具体的な授業モデルが豊富に入ってい

ます。折しも次期学習指導要領では必修科目としての『歴史総合』が示されました。同シリーズの『学力を伸ばす

日本史授業デザイン』も共に読まれることをお勧めします。             （副所長 福田浩一郎） 

 遊びながら科学を学ぶ！ 

『サクッと！化学実験』（山田 暢司 著／ｄＺＥＲＯ） 

科学リテラシーの低下が叫ばれて久しいですが、近年の科学技術は著しく進歩しています。例えば、1980年代

に8ﾋﾞｯﾄのパーソナルコンピュータが出始め、5インチの256KBのフロッピーを使用していたと記憶しています

が、30数年経った今では、想像できないＩＴ革命が進んでいます。本書は、身近な題材を用いた実験や不思議な科

学現象を満載に取り入れた実験ガイドブックです。先生として、また親として、子ども達の科学的な興味を伸ばす

ために、遊びの一環として利用できる一冊です。                  （研修課長 時貞充尚） 

今回の「おすすめ図書」コーナーは、高校での授業づくりのアイディアに関するものをご紹介します。『歴史

的思考力を伸ばす世界史授業デザイン』については、図書資料室にも蔵書がありますので、是非ご利用ください。 

ＩＣＴ利活用の授業事例も！（昨年度の研究授業より） 

授業づくりに関する講座 

公開講座(講座の一部を聴講) 

 ９ 月 以 降 の 講 座 ＆ お す す め 図 書  

※講座の詳細な日程・内容等は、教育センターＷｅｂ 
「研修講座案内」の実施要項でご確認ください。 

http://www.saga-ed.jp/tanken/kouzaannai/index.html 
 

 

小・中学校の先生方対象の教科等

講座は、9 月１８日発行予定の次回

号（１４３号）に掲載します。また、教

育センターＷｅｂトップページの「お

知らせ」の欄でもご案内します。 

 今回は、高校の先生方向けに２学期の研修に役立つトピックを取り上げます。１

つはまだ定員に余裕がある講座について、もう１つは授業づくりに役立つ図書につ

いての紹介になります。先生方の今後の研修に参考にされてください。 


